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 Abstract  :
 Takata-type black-spotted pond frogs, which were confirmed for the first time in the moat of the Takata castle(Joetsu City, 
Niigata), have no mid-dorsal line of the back. In 2003, we confirmed that these frogs were living in the northern part of Fukui, but 
not in the southern part. Their habitation was confirmed in the southern part(Kaga City) of Ishikawa in 2007 by Miyazaki et al. and 
in Toyama in 2010 by the present investigators, which suggests Takata-type black-spotted pond frogs may be widely distributed in 
the Hokuriku area.
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背景
日本カエル図鑑(1)には,福 井県嶺南の美浜産高田
型 トノサマガエルの標本が紹介されている。 しか しな
がら,2003年からの調査では,嶺南地方で高田型の生
息を確認できていない。美浜産の標本については,そ
の由来について不確実な点が多く,今後詳しい調査が
必要 と思われる。北陸地方でも高田型 トノサマガエル
が生息しているとの情報はあったが,詳 細な調査が行
われたのは,福井県がはじめて(2)で,石川(3)や富山
では報告情報は少なく,本格的調査はなされていない。
高田型の特徴は,一般に明るい色の背中線を持たない
こと,お よび真 白な腹部ではなく暗褐色系斑紋を持つ
ことで,典型的な トノサマガエル と識別 される。また,
背 ・体側の黒色斑紋は普通大きく互いに融合 している
が,高 田型の斑紋は円形独立している場合が多い(4)。
両者は同所的に分布 していることから,高 田型の形質
は,遺伝子支配を受けてある頻度で出現するもの と考
えられる(5・6)。高田型の形質の特徴は,日本固有種の
ダルマガエル(砺 η∂ρOZO5∂加θ吻0ぬ)の 特徴 と符合
する点が多い。 トノサマガエル(泥∂η∂ηノ8アo卿∂o〃1∂オ∂)
とダルマガエルは近縁種であるため交雑すると考えら
れている。福井県嶺南は日本海側で唯一ダルマガエル
が生息する土地柄であるが,嶺 北は現在の生息域では
ない。 ロシア沿海州を基点とする北方系の トノサマガ
エルが氷河期に対馬海峡を渡 り日本海沿岸を北上 して
来た際,す でに生息 していた南方系のダルマガエル と
福井で交雑が起き,北 陸地域に分布を広げた可能性が
ある。 こうした可能性を検証するため,北 陸地方の高
田型 トノサマガエルの標本採集を目的に,今 回富山で
調査を行ったので報告する。
富山県での高田型 トノサマガエルの調査結果
富山県は地勢的に呉羽丘陵地を境に,呉 東と呉西に
分けられる。高田型 トノサマガエルの生息が確認 され
た調査地点は,呉東の魚津市湯上(⑥:2010年8月21
日)と富山市野中(⑤:2010年9月20日)の2地点,
呉西では南砺市井波町北市(④:2010年7.月10日,同
日福野町田屋の山田川河川敷で1個 体を目視で確認 し
たが捕獲に失敗 した)と小矢部市内御堂(③:2010年
8月17日)の それぞれ2地 点である(図1)。呉西の
南砺市井波町北市 と小矢部市内御堂では,道 路脇のコ
ンクリー ト三面張 り排水路の土手およびその周辺のぬ
るめや休耕田で見つかった。約60匹の捕獲 した トノサ
マガエルの6匹(10%)が高田型であった。他方,呉
東の富山市野中では,良好な土水路の土手で60匹中3
匹(内2匹 は 目視による)で5%の 出現頻度,ま た,
魚津市湯上では,耕 地整理の行われていない土水路で
50匹中1匹(2%)の 出現頻度で確認 された。
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図1富 山県での高 田型 トノサ マガエルの調査地点 と
捕獲個体
富山県を、県中央に位置する呉羽山丘陵地で東西に分け、
東を呉東、西を呉西とした。各調査地点は、●と○で示 した。
高田型の捕獲された地点は●で、未確認地点は○で示した。
①:福 井県嶺北産高田型 トノサマガエル、②福井県嶺南三方
産ダルマガエル、③～⑥:富 山県産高田型 トノサマガエル、
⑦:新 潟県上越産高田型 トノサマガエル
高田型 トノサマガエルの形質の特徴と考察
富山県呉西で捕獲 された高田型 トノサマガエルの腹
部斑紋のパターン(図1一 ③ ・④)は,あ ごか ら胸部
にかけて雲状の暗褐色系のもので全体的に見て,福 井
県産のもの(図1一 ①)と 良く似ている。捕獲後,し
ばらくす ると斑紋の色が槌せて くる特徴 もよく似てい
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る。他方,呉 東に位置す る富山市野中での高田型 トノ
サマガエルの腹部斑紋(図1一 ⑤)は,円 形の黒色斑
紋が,あごから腹部上部と大腿部にも強く現れている。
この特徴は,新 潟県上越市で捕獲された典型的な高田
型 トノサマガエルの特徴(図1一 ⑦)と よく一致 して
いる。
高田型の出現頻度を比較すると,福井では平均16%
(4)の出現頻度であるのに対 して,富 山県の福井より
の呉西では10%,そして呉東では2～5%の 出現頻度
となっている。出現頻度でみるなら西高東低の様相で
ある。ただし,未確認調査地点も多 くあるので,更 な
る調査が必要である。呉西の射水平野では トノサマガ
エルの生息数が少なく十分な個体数の確認ができなか
ったことが,高 田型 トノサマガエルの確認に至 らなか
った1つ の要因であろ う。特に富山市呉羽野田では1
個体も確認できていない。代わ りに多数のツチガエル
の生息を確認 した。しかし,昭和50年代までは同地区
に多くの トノサマガエルが生息 していたことが知 られ
ている(聞 き取 り調査)。一方,呉東にある滑川市,上
市町および立山町の立山連峰山麓では,各地区50匹以
上の トノサマガエルを確認 したが高田型 トノサマガエ
ルは確認できていない。呉東では,高 田型の出現頻度
は確実に低い といえる。新潟県上越地方でも,高 田型
トノサマガエルは稀にしか見つか らないといわれてい
る。他方,福 井県あわら市での高田型 トノサマガエル
の出現頻度は20%(川内ら,未発表)を 超える。
福井県産高田型 トノサマガエル(図1一 ①)と 新潟
県上越産の高田型 トノサマガエル(図1一 ⑦)を 比較
すると同じ表現型 とは言い難い。福井県産は,嶺 南三
方産ダルマガエル(岡 山タイプ ・図1一 ②)の 特徴を
よく保存している。胴部は比較的太 く,腹部の斑紋は
あごから胸に雲状の斑紋を持つ個体が多くみられ捕獲
後時間とともに槌色する。一方,上越産の高田型では,
胴部は トノサマガエル と同程度にスリムであ り,腹部
の黒色斑紋が大腿部まで良く発達 していて捕獲後も槌
色することがない。富山県産では,呉西から呉東に向
かって,福 井県産型(以 後福井型 トノサマガエル)か
ら上越産高田型へ とシフ トしている様相が見受けられ
る。
北陸 ・上越地方では,少 なくとも福井型 トノサマガ
エル と高田型 トノサマガエルの2つ の表現型が存在 し,
北陸の西南エ リアほど福井型が優位になり出現頻度も
高い傾向にな り,北陸の東部ほど高田型が優位 になっ
て出現頻度も下がるものと思われる。今後,石 川県で
の福井型および高田型の調査を実施 して,こ の仮説を
立証 して行きたい。
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